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疾患マーカーについて
病院だより
No.79

　

今
回
は
血
液
検
査
で
の
疾
患
マ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

病
院
を
受
診
し
た
際
に
血
液
検
査
で
Ｕ

Ｃ
オ
ス
テ
オ
カ
ル
シ
ン
、
ト
ー
タ
ル
Ｐ
Ｉ

Ｎ
Ｐ
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
抗
原
や
シ
フ
ラ
等
の
項
目

を
測
定
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

そ
れ
ら
は
疾
患
マ
ー
カ
ー
（
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
検
査
項
目
で
す
。

　

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
と
は
、
が
ん
の
種
類
に

よ
っ
て
特
徴
的
に
作
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質

な
ど
の
物
質
で
す
。
が
ん
細
胞
や
が
ん
細

胞
に
反
応
し
た
細
胞
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま

す
。
が
ん
が
あ
っ
て
も
検
出
さ
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
が
ん
以
外
の
疾
患
で
も

増
加
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
が
ん
の
有

無
や
が
ん
が
あ
る
場
所
は
、
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
の
値
だ
け
で
は
確
定
で
き
な
い
た

め
、
画
像
検
査
（
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
や
生

検
な
ど
、
そ
の
他
の
検
査
結
果
も
合
わ
せ

て
、
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

　

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
が
有
用
と
な
る
の
は
、

進
行
し
た
が
ん
の
患
者
さ
ん
が
対
象
と
い

う
こ
と
が
多
い
の
で
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
単

独
で
の
が
ん
の
早
期
発
見
は
ま
だ
ま
だ
難

し
い
の
で
す
が
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
前
立
腺
が
ん
の

早
期
発
見
に
役
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
に
は
多
く
の
種
類

が
あ
り
、
全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
が
検

査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ど
こ

に
で
き
た
が
ん
な
の
か
を
特
定
で
き
る

「
臓
器
特
異
性
」
が
高
い
マ
ー
カ
ー
と
低

い
マ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。
臓
器
特
異
性

の
高
い
マ
ー
カ
ー
に
は
、
前
立
腺
が
ん
の

マ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異

抗
原
）
や
、
肝
が
ん
の
マ
ー
カ
ー
で
あ
る

Ａ
Ｆ
Ｐ
や
Ｐ
Ｉ
Ｖ
Ｋ
Ａ-

Ⅱ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
の
多
く
は
、
臓
器
特
異
性
の

低
い
マ
ー
カ
ー
で
す
。
Ｃ
Ｅ
Ａ
の
場
合
、

胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
の
ほ
か
、
肺
が
ん
や

乳
が
ん
な
ど
で
も
値
は
高
く
な
り
ま
す
。

い
く
つ
も
の
臓
器
の
が
ん
に
つ
い
て
一
度

で
調
べ
ら
れ
る
反
面
、
が
ん
の
存
在
を
疑

わ
れ
て
も
、
ど
こ
に
が
ん
が
あ
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

他
の
疾
患
マ
ー
カ
ー
と
し
て
、
骨
代
謝

マ
ー
カ
ー
が
あ
り
主
な
種
類
に
骨
形
成

マ
ー
カ
ー
と
骨
吸
収
マ
ー
カ
ー
に
大
別
さ

れ
ま
す
。

※
５
月
下
旬
頃
か
ら
当
院
で
今
ま
で
骨
吸

収
マ
ー
カ
ー
と
し
て
検
査
し
て
お
り
ま
し

た
検
査
項
目
の
Ｎ
Ｔ
Ｘ
（
血
清
）
が
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｃ
Ｐ-

５
ｂ
（
血
清
）
に
変
更
し
て
お

り
ま
す
。

腫瘍 腫瘍マーカー
食道がん SCC
肺がん

扁平上皮がん
小細胞がん

CA-125、CEA、
SLX
CYFRA、SCC
NSE、ProGRP

肝細胞がん AFP、PIVKA-Ⅱ
胆道がん CA19-9、CEA
前立腺がん PSA

腫瘍 腫瘍マーカー
神経芽細胞腫 NSE
甲状腺髄様がん NSE
乳がん CA-125、CA15-3、

CEA
胃がん CEA、STN
膵がん CA-125、CA19-9、

CEA、Elastase1、
NCC-ST-139、
SLX、STN

大腸がん CEA、NSS-ST-439、
STN

子宮頸部がん βHCG、SCC、STN
子宮体部がん βHCG、SCC
卵巣がん βHSG、CA125、

STN、SLX

《骨吸収マーカー》
破骨細胞に由来する酵素の
酒石酸抵抗性酸ホスファターゼ（TRAP）
コラーゲン分解産物
ペプチド結合架橋体…
Ⅰ型コラーゲン架橋 N・テロペプチド（NTX）
Ⅰ型コラーゲン架橋 C・テロペプチド（CTX）
Ⅰ型コラーゲン架橋 C・テロペプチド（ICTP）

《骨形成マーカー》
骨芽細胞に由来する酵素の骨型 ALP（BAP）
石灰化の調節因子のオステオカルシン（OC）
コラーゲン前駆体の断片（プロペプチド）…
Ⅰ型プロコラーゲン C・プロペプチド（PICP）
Ⅰ型プロコラーゲン N・テロペプチド（PINP）
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私
た
ち
の
体
は
直
径
サ
イ
ズ
が
５
０
０

円
玉
ほ
ど
の
太
い
血
管
か
ら
、
髪
の
毛
ほ

ど
の
細
い
血
管
と
太
さ
の
異
な
る
血
管
が

全
身
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
管

は
血
液
の
通
り
道
で
あ
り
、
血
圧
を
調
整

す
る
な
ど
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

血
管
が
傷
つ
い
て
い
く
と
「
不
整
脈
（
心

房
細
動
）・
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
」、「
脳

出
血
・
脳
梗
塞
」、「
腎
不
全
」
な
ど
命
に

関
わ
る
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
血
管
を

傷
つ
け
る
原
因
の
一
つ
が
「
高
血
圧
」
で

す
。

　

令
和
４
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果
で

は
、
３
年
度
と
比
較
し
て
血
圧
に
改

善
が
見
ら
れ
た
方
が
46
名
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
血
圧

160/100m
m

H
g

以
上
の
方
が
３
年
度

で
は
23
名
（
受
診
数
３
０
４
名
）
で
し
た

が
、４
年
度
は
13
名
（
受
診
数
２
９
１
名
）

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
改
善
し
て
き
た
要

因
に
、

①
家
庭
血
圧
を
測
り
記
録
す
る
方
が
増
え

た
こ
と

②
家
で
の
血
圧
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、

服
薬
を
始
め
た
方
や
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
上
手
に
さ
れ
て
い
る
方
が
増
え
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り
一
人
が
改
善

の
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
天
塩
町
全
体
の

高
血
圧
の
課
題
も
解
決
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。

おうちで血圧を測ろう！

・
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
９

で
は
「
家
庭
血
圧
を
指
標
と
し
て
降
圧
治

療
を
実
施
す
る
」
こ
と
を
強
く
推
奨
し
て

い
ま
す
。
理
由
と
し
て
は
研
究
が
進
む
に

つ
れ
て
、
病
院
や
健
診
で
の
血
圧
よ
り
も

家
で
の
血
圧
の
ほ
う
が
、
血
圧
が
命
に
与

え
る
影
響
を
予
測
す
る
の
に
優
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
た
め
で
す
。

・
家
庭
血
圧
は
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
の
影
響

も
受
け
に
く
く
、
実
生
活
の
場
で
の
血
圧

の
変
動
が
把
握
で
き
、
薬
に
よ
る
過
剰
な

降
圧
や
、
不
十
分
な
降
圧
を
評
価
で
き
ま

す
。
高
血
圧
と
診
断
す
る
目
的
は
、
高
血

圧
に
よ
る
脳
心
血
管
病
の
発
症
を
抑
制
す

る
こ
と
で
す
。「
家
庭
血
圧
を
測
定
し
、

記
録
す
る
こ
と
」、「
か
か
り
つ
け
の
先
生

に
家
庭
血
圧
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
」

は
脳
心
血
管
病
予
防
に
大
い
に
貢
献
す
る

と
言
え
ま
す
。

　

今
年
度
、福
祉
課
で
「
血
圧
記
録
手
帳
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
町
立
病
院
に
通
院
さ

れ
て
い
る
方
は
、
病
院
で
も
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

　

通
院
さ
れ
て
い
な
い
方
も
福
祉
課
ふ
れ

あ
い
係
に
て
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で
、
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
血
圧
管
理
に
役
立
つ
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

天
塩
町
の
高
血
圧
の
課
題
が

改
善
し
て
き
て
い
ま
す
！

家
で
血
圧
を
測
る
メ
リ
ッ
ト

血

圧

記

録

手

帳

を

作

成

し

ま

し

た

●秋の総合健診
《日程》９月 15 日（金）・16 日（土）
《受付時間》６時～11時（16日は７時～11時）
《健診内容》特定（基本）健診、各種がん検診
など
●レディース検診

《日程》９月 28 日（木）
《受付時間》８時～ 14 時（予定）
《検診内容》乳・子宮がん検診・骨粗鬆症検診

レディース検診
秋の総合健診のご案内

特定健診　令和 3年度と令和 4年度の比較（血圧）

令和3年度 令和４年度
継続受診者　74人（80.4%） 未受診

（中断）Ⅰ度高血圧以上
（140以上/90以上）
92人（30.3％）

正常高
値以下 Ⅰ度 Ⅱ度 Ⅲ度 75歳

到達者
39 28 7 0 18 3

42.4% 30.4% 7.6% 0.0% 19.6% 3.3%
Ⅰ度

（140-159/90-99）
69 36 22 2 0 9 2

52.2% 31.9% 2.9% 0.0% 13.0% 2.9%
Ⅱ度

（160-170/100-109）
18 3 5 4 0 6 1

16.7% 27.8% 22.2% 0.0% 33.3% 5.6%
Ⅲ度

（180以上/110以上）
5 0 1 1 0 3 0

0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 60.0% 0.0%

改善 変化
なし 悪化 未受診

合計 46 26 2 18
50.0% 28.3% 2.2% 19.6%

Ⅰ度 36 22 2 9
52.2% 31.9% 2.9% 13.0%

Ⅱ度 8 4 0 6
44.4% 22.2% 0.0% 33.3%

Ⅲ度 2 0 0 3
40.0% 0.0% 0.0% 60.0%
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等

衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区 休み

７月 30 31８月 1 ２ ３ ４ ５
●粗大ごみ収集申込
締切日

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

●粗大ごみ収集日
●運転免許更新時講習

［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・優良　13 時
・一般　14 時
・違反　15 時 30 分

６ ７ ８《町内回覧日》 ９ 10 《山の日》 11 12
○雄信内保育所開放 ○こども園開放 ☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

13 14 15 16 17 18 19

●町民プール閉鎖日 ●町民プール閉鎖日 ○小・中学校始業式

○託児の日
●天塩町戦没者追悼式

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・受付　10 時 30 分
・開式　11 時
・黙祷　12 時

20 21 22《町内回覧日》 23 24 25 26
☆いきいきサロン

［老人福祉センター］
10 時～ 12 時

○あいあいくらぶ
プチ相談日
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

+ 産婦人科外来
☆いきいきサロン

［雄信内老人憩いの家］
10 時～ 12 時

+ 小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○ 5 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

27 28 29 30 319月 1 2
+ 眼科外来 ●粗大ごみ収集申込

締切日
●粗大ごみ収集日
●町民ジョギング大会

令和 5 年令和 5 年  　  　月月88令和 5 年令和 5 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・8 月の回覧日は 9 日と 23 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

天塩川歴史資料館無料開放（～ 17 日）

天塩川歴史資料館無料開放（～ 17 日）



■
お
供
え
物
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
！

　

天
塩
霊
園
や
雄
信
内
霊
園
の
近
く

で
ヒ
グ
マ
の
目
撃
や
フ
ン
な
ど
の
痕

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
は
、
餌
と
な
る
草
が
固

く
な
る
一
方
で
、
木
の
実
は
熟
し
て

い
な
い
な
ど
、
ヒ
グ
マ
の
食
べ
物
が

少
な
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
お
墓
参

り
で
は
、
ご
先
祖
の
供
養
の
た
め
墓

前
に
お
供
え
を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
お
供
え
物
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

帰
る
と
ヒ
グ
マ
が
霊
園
に
寄
り
付
く

原
因
に
な
り
ま
す
。
お
供
え
物
は
必

ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 住

民
課
住
民
安
全
係

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
５
０

お
墓
参
り
に
来
ら
れ
る
皆
様
へ

《主催》天塩町教育委員会　《主管》（一社）天塩スポーツ健康づくりラボ

運動教室 LINE 　毎月開催している雄信内運動教室は 14 時から 15 時までの 1 時間、身体を動か
すキッカケやご自身の身体に合わせた運動を提案させていただいていますが、今回
試験的に 3 ヶ月間、19 時から 20 時での開催を予定しています。
　今まで時間が合わなくて来られなかった方など、少しでもたくさんの方々に「身
体を動かすと気持ちいい！とっても楽になる！」ということをお伝えしたいと思っ
ています。今回、8 月から 10 月までに月 1 回の開催で、それぞれテーマを設けて
開催します。身体の症状や、気になるものがあれば、どれか１つでも参加していた
だけると嬉しいです。なお、9 月まで回覧等で案内しています 14 時から開催の雄
信内運動教室は、予定通り開催いたします。
　運動教室の案内は LINE でも告知しています。各教室の予約・問合せも LINE に
て受け付けていますので、まずはお気軽にご登録ください。

■
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
へ
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て

い
る
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
「@

InfoCanal

（
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
カ

ナ
ル
）」
で
は
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
情

報
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
簡
単

な
設
定
を
行
う
だ
け
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
登
録

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
を
お

持
ち
で
な
い
世
帯
の
方
々
に
は
、
情

報
を
受
信
す
る
た
め
に
必
要
な
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
ま
た
は
「
戸
別
受

信
機
」
を
無
償
で
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課

住
民
安
全
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

Google Play▶
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
◀ App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから！
（アットインフォカナル）

防災情報配信システム
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天
塩
川
の
川
辺
に
流
れ
着
い
た
流
木

を
無
料
配
布
し
ま
す
。

■
配
付
場
所

　

北
川
口
左
岸
集
積
所
（
左
の
地
図
の

★
マ
ー
ク
の
位
置
）

■
配
付
期
間

　

令
和
５
年
９
月
１
日
（
金
）
～
９
月

29
日
（
金
）

■
注
意
事
項

・
配
布
流
木
は
先
着
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
な
く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
配
布
す
る
流
木
の
長
さ
は
１
６
０
㎝

程
度
で
す
。

・
利
用
に
つ
い
て
は
私
的
利
用
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
大
型
車
両
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

・
事
故
や
怪
我
に
つ
い
て
は
、
責
任
を

負
い
か
ね
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
開
発
建
設
部 

幌
延
河
川
事
務
所 

河
川
課

☎
０
１
６
３
２
（
５
）
１
２
３
１

天　
塩　
川

日　
本　
海

天塩高校天塩高校

セ
コ
マ

セ
コ
マ

国
道
２
３
２
号

国
道
２
３
２
号

道
道
１
０
６
号

道
道
１
０
６
号

▲
至
稚
内

至
遠
別
▼

★★

北川口
左岸集積所 天

塩
川
の
流
木
を

差
し
上
げ
ま
す

　天気図から見た北海道の典型的な大雨になりや
すい気圧配置を示しています。北海道付近に前線
が停滞し、本州方面から台風や熱帯低気圧が近づ
いてくると、台風周辺の水蒸気をたっぷり含んだ
暖かく湿った空気が、前線に送りこまれ前線が活
発になります。また、前線の雨と台風本体の雨に
より長雨になりやすく総雨量が多くなる可能性が
高くなりますので注意が必要です。
　このような天気図を見たら今後の気象情報に注
目してください。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

北海道で大雨になりやすい気圧配置

●北海道付近に梅雨前線や
秋雨前線が停滞
●遠くに台風や熱帯低気圧
●日本の東に優勢な高気圧

●暖かく湿った空気が北
海道付近に送りこまれ前
線活動が活発化
●前線による雨雲と、そ
の後の台風本体による雨
雲により、大雨が長時間
続く

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で
「
司
法
書

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
７
月
は
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
相
続
登
記
・
遺
言
・
不
動
産
登

記
・
会
社
の
登
記
、
成
年
後
見
な
ど
の

法
律
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
面
談
相
談

《
日
時
》
令
和
５
年
８
月
26
日
（
土
）

10
時
～
15
時　

※
予
約
不
要

《
場
所
》
て
し
お
温
泉
夕
映　

１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

■
電
話
相
談

《
日
時
》
令
和
５
年
８
月
８
日
（
火
）

16
時
～
19
時

☎
０
１
６
６
（
７
４
）
８
８
６
１　

※

予
約
不
要
。
通
話
料
は
ご
負
担
願
い
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
３
５
０
５

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

建

退

共

制

度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
建
退
共
の
特
長

･

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

・
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
電
子
申
請
で
の
納
付
も
可
能
で

す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
電
子
申
請
方
式
で
共
済
証
紙
に
か
か

る
事
務
負
担
が
軽
減
し
ま
す

・
金
融
機
関
で
の
共
済
証
紙
の
購
入
が

不
要
と
な
り
、
社
内
の
Ｐ
Ｃ
で
退
職
金

ポ
イ
ン
ト
を
購
入
で
き
ま
す
。

・
共
済
証
紙
の
共
済
手
帳
へ
の
貼
付
・

消
印
や
下
請
へ
の
交
付
・
確
認
が
不
要

と
な
り
購
入
し
た
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
か

ら
自
社
や
下
請
の
被
共
済
者
に
掛
金
と

し
て
充
当
さ
れ
ま
す
。

・
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
購
入
額
や
掛
金
充

当
額
等
が
サ
イ
ト
上
で
自
動
管
理
さ
れ

る
の
で
、
残
高
管
理
の
負
担
が
軽
減
し

ま
す
。

・
電
子
申
請
方
式
で
発
行
す
る
掛
金
収

納
書
等
は
、
公
共
工
事
に
お
け
る
工
事

関
係
書
類
の
電
子
化
に
対
応
し
て
い
ま

す■
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数

に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ

い
。
電
子
申
請
方
式
の
場
合
は
、
労
働

者
の
就
労
日
数
に
応
じ
て
退
職
金
ポ
イ

ン
ト
を
適
正
に
充
当
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所

持
し
て
い
る
労
働
者
、
建
設
業
界
を
引

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　

建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
２
６
１
）
６
１
８
６

建
築
物
の
解
体
等
を
行
う

施
工
業
者
・
発
注
者
の
皆
様
へ

　

令
和
５
年
10
月
１
日
着
工
の
建
築
物

の
解
体
・
改
修
・
各
種
設
備
工
事
か
ら
、

石
綿
含
有
に
関
す
る
事
前
調
査
は
「
建

築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
」
等
が
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

石
綿
障
害
予
防
規
則
に
よ
り
、
工
事

の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
示
対
象
と

な
る
す
べ
て
の
範
囲
に
つ
い
て
石
綿
が

含
ま
れ
て
い
る
か
事
前
に
調
査
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
工
業
者
の
皆
様

に
は
、
調
査
者
要
件
を
満
た
し
た
者
に

よ
る
事
前
調
査
と
調
査
結
果
に
基
づ
く

適
切
な
施
工
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

発
注
者
の
皆
様
に
は
、
事
前
調
査
を
含

め
た
適
切
な
工
事
施
工
の
た
め
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
石
綿
障
害
予
防
対
策
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
で
き
ま
す
）。

厚
生
労
働
省 

北
海
道
労
働
局 

労
働
基

準
監
督
署
（
支
署
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

　

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た

地
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
の
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
費
用
は
10
万
円
で
す
（
集
合
場

所
ま
で
の
往
復
交
通
費
や
宿
泊
費
等
は

含
み
ま
せ
ん
）。
本
年
度
よ
り
、
戦
争

の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ

こ
と
を
目
的
に
、
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、

甥
、
姪
の
３
親
等
以
内
の
青
年
部
が
付

添
者
と
し
て
同
行
す
る
場
合
に
は
、
旅

費
（
実
費
）
の
３
分
の
１
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
参
加
者
の
高
齢
化

を
考
慮
し
て
、看
護
師
が
同
行
し
ま
す
。

■
実
施
地
域
（
申
込
締
切
日
が
８
月
以

降
の
地
域
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
、
イ
ン
ド
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
・

バ
シ
ー
海
峡
、東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア〈
特

定
地
域
〉、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
〈
特

定
地
域
〉、ミ
ャ
ン
マ
ー
〈
特
定
地
域
〉、

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
中

国

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
強

調
月
間
で
す
。
北
方
領
土
問
題
の
解
決

に
向
け
、
道
民
世
論
の
結
集
を
図
り
、

国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的
に
後
押
し
す

る
た
め
、
旧
ソ
連
が
占
拠
を
開
始
し
た

８
月
を
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
強

調
月
間
」
と
し
て
、
道
・
市
町
村
及
び

関
係
団
体
が
相
互
に
連
携
し
、
重
点
的

に
返
還
要
求
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
期
間
中
に
役
場
庁
舎
１
階
に
北

方
領
土
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
期
間
》
令
和
５
年
８
月
１
日
～
31
日

《
実
施
主
体
》
北
海
道
、
市
町
村
、

（独）

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
、

（公）
北
方
領

土
復
帰
期
成
同
盟
、

（公）
千
島
歯
舞
諸
島

居
住
者
連
盟
、

（公）
日
本
青
年
会
議
所
北

海
道
地
区
協
議
会

８
月
は
北
方
領
土
返
還

要
求
強
調
期
間
で
す
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自

衛

官

採

用

試
験
の
ご
案
内

応
募
条
件
18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間
令
和
５
年
７
月
１
日（
土
）

～
９
月
５
日
（
火
）

試
験
日
程
令
和
５
年
９
月
28
日（
水
）

試
験
会
場

名
寄
駐
屯
地
（
予
定
）

応
募
条
件

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

（
高
卒
者
（
見
込
含
）
又

は
高
専
３
年
次
修
了
者
）

受
付
期
間
令
和
５
年
７
月
１
日（
土
）

～
10
月
18
日
（
水
）

試
験
日
程
令
和
５
年
10
月
28
日（
土
）

試
験
会
場

旭
川
駐
屯
地
（
予
定
）

応
募
条
件

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

（
高
卒
者
（
見
込
含
）
又

は
高
専
３
年
次
修
了
者
）

受
付
期
間
令
和
５
年
７
月
１
日（
土
）

～
10
月
11
日
（
水
）

試
験
日
程
令
和
５
年
10
月
21
日（
土
）

試
験
会
場

旭
川
駐
屯
地
（
予
定
）

応
募
条
件

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

（
高
卒
者
（
見
込
含
）
又

は
高
専
３
年
次
修
了
者
）

受
付
期
間
令
和
５
年
７
月
１
日（
土
）

～
10
月
４
日
（
水
）

試
験
日
程
令
和
５
年
10
月
14
日（
土
）

試
験
会
場

旭
川
駐
屯
地
（
予
定
）

応
募
条
件

【
海
】
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
23
歳
未

満
の
者（
高
卒
者（
見
込
含
）

又
は
高
専
３
年
次
修
了
者
）

【
空
】
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者（
高
卒
者（
見
込
含
）

又
は
高
専
３
年
次
修
了
者
）

受
付
期
間
令
和
５
年
７
月
１
日（
土
）

～
９
月
７
日
（
木
）

試
験
日
程
令
和
５
年
９
月
18
日（
月
）

試
験
会
場

旭
川
駐
屯
地
（
予
定
）

応
募
条
件
18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間
令
和
５
年
７
月
１
日（
土
）

～
９
月
５
日
（
火
）

試
験
日
程
令
和
５
年
９
月
16
日（
土
）

試
験
会
場
稚
内
地
方
合
同
庁
舎（
予
定
）

■
航
空
学
生

　

航
空
自
衛
隊
及
び
海
上
自
衛
隊
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
。

高
校
卒
業
後
、
最
も
早
く
機
長
と
し

■
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　

将
来
、
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官

と
な
る
者
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
を
含

む
）
を
４
年
間
の
修
業
期
間
に
お
い

て
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

■
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

将
来
、
医
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で

す
。

■
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　

保
健
師
・
看
護
師
で
あ
る
幹
部
自

衛
官
と
な
る
べ
き
者
を
養
成
す
る

コ
ー
ス
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

稚
内

地
域
事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

■
一
般
曹
候
補
生
（
第
２
回
目
）

　

部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
を
養
成
す

る
コ
ー
ス
。
陸
・
海
・
空
の
各
部
隊

で
経
験
を
積
み
、
入
隊
後
、
２
年
９

か
月
以
降
、
選
考
に
よ
り
曹
へ
と
昇

任
し
ま
す
。

■
自
衛
官
候
補
生

　

陸
は
２
年
、
海
・
空
は
３
年
（
自

衛
官
候
補
生
の
３
か
月
間
含
む
）
の

任
期
制
隊
員
コ
ー
ス
。
入
隊
し
て
３

か
月
間
は
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
経

験
を
積
み
、
そ
の
後
２
等
陸
・
海
・

空
士
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
任
期
終
了

後
は
民
間
企
業
へ
の
就
職
か
、
継
続

任
用
が
選
択
で
き
ま
す
。
選
抜
試
験

に
合
格
す
れ
ば
曹
へ
の
昇
任
も
可
能

で
す
。

て
活
躍
で
き
ま
す
。

９月号へ掲載を

希望する方は、

８月 ９日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　

公
益
財
団
法
人 

人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
方
々
の

悩
み
を
お
受
け
す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
嫌
が
ら
せ
、
差

別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。

　

本
相
談
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人 

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚

生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り

実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
７
７
１
）
２
０
８

受
付
時
間
：
平
日
９
時
～
17
時
（
た
だ

し
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
き
ま

す
）
※
来
訪
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
（
要
予
約
）。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

公
益
財
団
法
人 

人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
港
区
芝
大
門
２

-

10-

12 

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階
）

FAX
０
３
（
５
７
７
７
）
１
８
０
３

■
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
か
ら
始
ま
る
健

康
づ
く
り

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、年
度
内
に
１
回
、

加
入
者
の
皆
様
の
健
診
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

33
～
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご
本
人
）

様
が
対
象
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
」
は
、
定
期
健
康
診
断
の
検
査
項
目

に
加
え
て
、
５
大
が
ん
検
診
を
含
め
た

充
実
し
た
検
査
項
目
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
協
会

け
ん
ぽ
の
費
用
補
助
額
が
上
が
り
、
皆

様
の
ご
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
総

額
１
８
，８
６
５
円
の
健
診
費
用
が
５
，

２
８
２
円
で
受
診
で
き
ま
す
。
40
～
74

歳
の
被
保
険
者
（
ご
家
族
）
様
が
対
象

の
「
特
定
健
診
」
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
、
そ
の
予

防
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
協
会
け

ん
ぽ
の
費
用
補
助
に
よ
り
最
大
６
８
０

円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
る
だ
け
で
は
終
わ
ら
せ

ず
、
健
診
結
果
に
応
じ
た
適
切
な
行
動

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
な
方
は
、
保
健
師
等
の

健
康
づ
く
り
の
専
門
家
が
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
健
康

サ
ポ
ー
ト
（
特
定
保
健
指
導
）」
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
健
診
の
結
果

で
「
要
治
療
」「
要
精
密
検
査
」
と
判

定
さ
れ
た
方
は
、
放
置
せ
ず
早
期
に
医

ア
イ
ヌ
の
方
々
の

相
談
電
話
が
あ
り
ま
す

協

会

け

ん

ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
７
２
６
）
０
３
５
２
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　北海道開発局留萌開発建設部では、北海道縦貫自動車道（中川～天塩間）の計画に
ついて、地域の皆さまからのご意見を道路計画に反映させるため、アンケートを実施
しております。本アンケートは、中川～天塩間の道路計画策定にあたり、その初期段
階から地域の皆様から、広くご意見をお聞きし、それを計画に反映していくためのも
のです。
　なお、ご回答頂きました内容につきましては、他の目的に利用することはありませ
ん。

《回答方法》
　アンケート用紙は令和５年７月 26 日頃（※）、各ご家庭に郵送で配布されますので、
ご記入後、期限までにポストへ投函願います。インターネットでの回答も可能となっ
ておりますので、留萌開発建設部のホームページか、右の QR コードよりご回答をお
願いいたします。
　※配達日は前後する場合がありますのでご了承ください

《アンケート URL》
　http://www.hkd.mlit.go.jp/rm/douro_keikaku/s2j3ut0000004218.html

《アンケート回答期限》
　令和５年８月 20 日（日）まで

対象区間
天塩～中川
約 20km

北海道縦貫自動車道
アンケート調査アンケート調査へのへのご協力ご協力をお願いしますをお願いします

（中川～天塩間）

人口：令和 2 年国勢調査（総務省）
面積：令和 4 年全国都道府県市区町村別面積調べ（国土地理院）

◆お問い合わせ先◆
北海道開発局 留萌開発
建設部 道路計画課 
☎ 0164-42-4526
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６
月
29
日
、
天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
草

刈
房
子
委
員
長
ら
奉
仕
団
員
が
町
立
病
院
を

訪
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
作
し
た
タ
オ
ル
約

８
０
０
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
タ
オ
ル
は

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
を
30
セ
ン

チ
程
度
の
使
い
や
す
い
大
き
さ
に
断
裁
・
裁

縫
し
た
も
の
で
、
奉
仕
団
員
14
名
で
手
分
け

し
て
製
作
し
ま
し
た
。
タ
オ
ル
を
受
け
取
っ

た
町
立
病
院
の
上
田
事
務
長
は
「
毎
年
、
ま

と
ま
っ
た
数
を
寄
贈
い
た
だ
き
入
院
患
者
の

介
護
用
等
に
た
い
へ
ん
重
宝
し
、
有
り
難
く

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
同
奉
仕
団
で
は
同
取

り
組
み
を
15
年
以
上
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。 赤

十
字
奉
仕
団

病
院
に
タ
オ
ル
寄
贈

▼町立病院にタオルを寄贈した赤十字奉仕団員

　

町
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
「
天
塩
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」
の
男
女
各
チ
ー
ム
が
６
月
末
に

富
良
野
市
と
上
富
良
野
町
で
開
催
さ
れ
る
全

道
大
会
へ
の
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
団

員
メ
ン
バ
ー
男
女
15
名
と
斎
藤
和
弘
コ
ー
チ

は
、
６
月
14
日
、
出
場
報
告
の
た
め
吉
田
町

長
の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。
女
子
チ
ー
ム
・

キ
ャ
プ
テ
ン
の
嶋
崎
恵
麻
さ
ん
（
６
年
生
）

は
、「
全
道
大
会
で
１
試
合
で
も
多
く
勝
て

る
よ
う
に
全
員
で
協
力
し
、
頑
張
っ
て
き
ま

す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
吉
田
町
長
は

「
大
会
で
緊
張
を
す
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で

は
な
い
、
緊
張
を
す
る
こ
と
で
自
分
の
集
中

力
が
高
ま
る
。
緊
張
を
楽
し
ん
で
試
合
に
臨

ん
で
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

男
女
バ
レ
ー
少
年
団

全
道
大
会
へ

▼吉田町長に全道大会出場の報告をするバレー団員ら

　

６
月
24
日
、
茨
城
県
の
陸
上
自
衛
隊
勝
田

駐
屯
地
か
ら
天
塩
町
に
水
際
障
害
訓
練
の
た

め
に
来
訪
滞
在
中
の
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校

音
楽
隊
（
８
名
）
と
天
塩
中
学
校
吹
奏
楽
部

（
12
名
）
に
よ
る
合
同
演
奏
会
が
「
道
の
駅

て
し
お
」
南
側
広
場
に
て
開
催
さ
れ
、
町
民

な
ど
約
１
５
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。「
Ｙ
・

Ｍ
・
Ｃ
・
Ａ
」「
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
シ
ー
」

な
ど
４
曲
を
陸
自
音
楽
隊
が
演
奏
し
た
後
、

天
塩
中
吹
奏
楽
部
と
共
演
し「
北
の
鳥
た
ち
」

等
を
合
奏
し
ま
し
た
。陸
自
音
楽
隊
は
、前
々

日
に
は
天
塩
高
吹
奏
楽
局
の
生
徒
、
前
日
に

は
天
塩
中
吹
奏
楽
部
の
部
員
へ
演
奏
指
導
も

行
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
音
楽
隊
・

天
中
合
同
演
奏
会

▼自衛隊音楽隊と天中吹奏楽部による合同演奏会

6月15日～7月12日

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
指
導
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
）

を
天
塩
中
学
校
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
卓
球

部
で
は
、
卓
球
用
品
メ
ー
カ
ー
㈱
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

Ａ
Ｓ
札
幌
営
業
所
所
属
で
全
日
本
３
位
の
実

績
を
有
す
る
荻
原
典
和
選
手
か
ら
、
動
画
を

元
に
し
た
遠
隔
で
の
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。
６
月
13
日
と
20
日
、
荻
原
選
手
が
天
塩

中
を
訪
れ
、
対
面
で
卓
球
部
員
17
名
の
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
や
ス
ピ
ン

の
か
け
方
な
ど
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
た
指
導
が
な
さ
れ
、
部
員
の
生
徒
、
顧
問

の
教
員
と
も
に
指
導
内
容
に
聞
き
入
り
ま
し

た
。
今
年
度
末
ま
で
毎
月
10
回
程
度
、
天
塩

中
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
卓
球
部
員
の
練
習
動

画
を
元
に
遠
隔
指
導
を
継
続
し
ま
す
。 

全
日
本
選
手
が

卓
球
指
導
・
天
中

▼天中・卓球部員に技術指導を行う荻原典和選手（左）
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７
月
４
日
、
第
73
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

伝
達
式
が
役
場
に
て
執
り
行
わ
れ
天
塩
地
区

保
護
司
会
天
塩
支
部
の
鹿
児
島
雅
代
支
部
長

ら
５
名
の
保
護
司
が
吉
田
町
長
に
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
手
渡
し
ま
し

た
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち

直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

同
保
護
司
メ
ン
バ
ー
は
、
同
運
動
の
一
環
と

し
て
同
日
、
天
塩
小
学
校
を
訪
れ
、
児
童
一

人
一
人
に
声
を
か
け
、
ノ
ー
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

保
護
司
会･

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

▼総理大臣メッセージを吉田町長に伝達する鹿児島支部長ら保護司

　

７
月
７
日
、
地
域
貢
献
に
よ
る
感
謝
状
贈

呈
式
が
役
場
に
て
執
り
行
わ
れ
町
内
の
３
社

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
建

設
株
式
会
社
は
、
天
塩
小
学
校
と
天
塩
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
作
業
を
実
施
。
有

限
会
社
横
溝
重
機
産
業
は
啓
徳
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
作
業
を
実
施
。
株
式
会
社
瀬

越
組
は
、
啓
徳
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
砂

の
寄
贈
と
屋
外
遊
具
の
補
修
作
業
、
天
塩
中

学
校
陸
上
競
技
設
備
（
走
り
幅
跳
踏
切
板
の

設
置
及
び
砂
の
寄
贈
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

吉
田
町
長
は
「
町
の
教
育
施
設
の
環
境
整
備

に
多
大
な
る
貢
献
を
い
た
だ
き
た
い
へ
ん
有

り
難
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

小
中
学
校
へ
の

地
域
貢
献

▼（右から）横溝重機（毛利専務）、鹿児島建設（鹿児島社長）、瀬越組（岸山常務）

　

北
晃
マ
リ
ン
株
式
会
社
（
本
社
・
札
幌
市
）

は
町
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
30
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
７
月
６
日
、
村
上
彰

一
代
表
取
締
役
と
稲
上
孝
雄 

道
北
営
業
所

長
が
役
場
を
訪
れ
、
吉
田
町
長
に
寄
付
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。
村
上
代
表
取
締
役
は
「
天

塩
港
の
業
務
に
関
わ
り
35
年
が
経
ち
、
天
塩

町
は
、
第
二
の
故
郷
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
何
ら
か
の
形
で
役
立
て
て
も
ら

い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
吉
田
町
長
は「
ご

厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄

付
は
、
老
朽
化
で
撤
去
さ
れ
た
町
施
設
の
遊

具
の
更
新
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

町
に
寄
付
（
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
）

▼寄付を行った北晃マリン㈱村上代表取締役（中）、稲上所長（右）

　

株
式
会
社
渡
辺
設
備
工
業
（
本
社
・
稚
内

市
）
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
町

に
３
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
７
月
４

日
、
同
社
の
渡
邊
裕
道
代
表
取
締
役
社
長
が

役
場
を
訪
れ
、
吉
田
町
長
に
寄
付
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。
渡
邊
社
長
は
「
先
代
か
ら
、

こ
れ
ま
で
天
塩
町
で
の
営
業
開
始
か
ら
30
年

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
り
育
て
て

も
ら
っ
た
節
目
と
し
て
、
町
の
子
供
た
ち
の

た
め
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
吉
田
町
長
は
「
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ

き
町
の
政
策
の
後
押
し
に
な
り
た
い
へ
ん
有

り
難
い
、
町
施
設
・
公
園
の
老
朽
し
た
遊
具

の
更
新
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

町
に
寄
付
（
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
）

▼町に寄付を行った㈱渡辺設備工業・渡邊社長（右）
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♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
今
月
の
表
紙
は
、
天
塩
河
口
大
橋
の
近
く

の
河
川
敷
に
一
斉
に
花
を
咲
か
せ
て
、
花
絨

毯
・
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
な
っ

た
光
景
で
す
。
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の

５
色
の
花
は
、〔
橙
色
〕コ
ウ
リ
ン
タ
ン
ポ
ポ
、

〔
黄
色
〕キ
バ
ナ
ノ
コ
ウ
リ
ン
タ
ン
ポ
ポ
、〔
白

色
〕
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
、〔
紫
色
〕
ヒ
ロ
ハ
ク

サ
フ
ジ
で
す
。
実
は
、
こ
の
う
ち
紫
色
の
ヒ

ロ
ハ
ク
サ
フ
ジ
以
外
の
４
色
の
花
は
、
全
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
外
来
種
で
帰
化
植
物
な

の
で
す
。
こ
れ
ら
は
環
境
省
の
「
生
態
系
被

害
防
止
外
来
種
リ
ス
ト
」
の
掲
載
種
で
、
そ

の
他
の
総
合
対
策
外
来
種
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。
総
合
対
策
外
来
種
と
は
、 

国
内
に
定

着
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
。
生
態
系
等
へ

の
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
又
は
そ
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
国
民
な

ど
各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
お
い
て
、

防
除
（
野
外
で
の
取
り
除
き
、
分
布
拡
大
の

防
止
等
）、
遺
棄
・
導
入
・
逸
出
防
止
等
の

た
め
の
普
及
啓
発
な
ど
総
合
的
に
対
策
が
必

要
な
外
来
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
で
分

布
が
拡
大
し
て
い
て
、
写
真
の
花
絨
毯
も
自

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

山
手
通
４　
　

久　

末　

ト　

シ　

さ
ん

札
幌
市　
　
　

笹　

原　

啓
一
郎　

さ
ん

雄
信
内　
　
　

夏　

焼　

よ
し
ゑ　

さ
ん

北
産
士　
　
　

鎌　

田　

カ　

ネ　

さ
ん

更
岸
基
線　
　

藤　

原　

田
鶴
子　

さ
ん

（
山
手
通
４
）

久　
末　
武　
美　
さ
ん
（
80
歳
）

（
新
栄
通
８
）

笹　
原　
和　
子　
さ
ん
（
91
歳
）

（
下
段
に
続
き
ま
す
）

（
海
岸
通
12
）

鈴　

木　

仁に

か椛　

さ
ん　
　
　

康
誠
さ
ん
・
莉
乃
さ
ん
の
長
女

（
新
栄
通
６
）

佐
々
木　

琉り
ゅ
う
ひ陽　

さ
ん

航
さ
ん
・
綾
華
さ
ん
の
長
男

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，７７２ 人  （－ 5）

（令和 5 年 6 月 30 日現在）

㊚１，４０４ 人 （－ ６）
㊛１，３６８ 人 （＋ １）

--- 世帯数 ----------------
１，４７４世帯（－ ４）

8/31
・町道民税（３期）
・国民健康保険税（３期）

◀友だち登録は
　こちらから！

Google Play
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから！

（アットインフォカナル）

防災情報配信システム

然
発
生
的
に
定
着
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

綺
麗
で
荘
厳
な
光
景
で
す
が
、
こ
れ
を
人
為

的
に
維
持
や
拡
大
す
る
こ
と
は
Ｎ
Ｇ
な
の
で

す
。
ち
な
み
に
北
海
道
に
お
け
る
外
来
種
リ

ス
ト
（
北
海
道
ブ
ル
ー
リ
ス
ト
）
に
は
、
カ

ブ
ト
ム
シ
、
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ア
ラ
イ
グ

マ
な
ど
の
動
物
が
い
ま
す
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
雄
信
内
）

夏　
焼　
善　
一　
さ
ん
（
78
歳
）

（
北
産
士
）

鎌　
田　
　
　
實　
さ
ん
（
85
歳
）

（
更
岸
基
線
）

藤　
原　
定　
雄　
さ
ん
（
91
歳
）

特急はぼろ号高速乗合バス

できるようになりました！

が

ネット予約

窓口への立ち寄りが不要！

インターネット往復割引運賃を新設

クレカ・キャッシュレス決済が可能！

　 令 和 5 年 7 月 1 日 よ り、
高速バス予約サイト「発車
オーライネット（右の QR
コードからアクセスできま
す）」にて、特急はぼろ号の

　ネット予約なら、窓口営業時間外でも予約
可能。予約の変更や取消もネットで OK ！

　2 枚回数券相当の割引率（小児運賃あり）。
札幌⇔天塩は 10,480 円です。

　詳細は、沿岸バス㈱ホームページ（https://
engan-bus.co.jp）をご覧ください。

　ネット予約では、クレジットカード、
PayPay、ドコモ d 払いでお支払いいただけ
ます。「ネット予約 + 窓口支払い」「ネット
予約 + 降車時現金払い」はできません。

インターネット予約が始まりました（身体障
害者および知的障害者向け割引運賃適用のお
客様は対象外です）。


